
技術の特徴

・放射線照射された食品の検知法（食安発第0706002号）では照射履歴の判別に３日以上を要す

るため、数分以内で判別できる光ルミネッセンス法（PSL)はスクリーニング法として有望である

・食品ごとの判定の基準発光量が必要ない新しいPSL判定方法を開発した

研究の内容

・自発発光計測装置に、励起光源、励起光カットフィルタを組込みPSL計測装置を開発した（図１）

・放射線照射された試料では励起光照射後PSL強度は減衰し、対照区ではPSLが生じない（図１）

・市販の香辛料・乾燥野菜（計30種）の照射履歴検知の可能性を検討したところ、28種検知可能で

あった（表１） さらに、5kGy以上照射したパプリカでは２年経過しても検知可能である（図２）

今後の展開

複数の研究機関での共同実験（コラボ）により、妥当性確認、標準化する
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図１ PSL測定装置の構造と新規PSL判定方法
照射試料は単位時間あたりの発光量が時間とともに
減少する．非照射試料は発光しない．

図２ 放射線照射２年後の検知の可能性
パプリカ（2004/08/22照射、2006/09/08測定）

表１ 放射線（１ kGy）照射された食品の検知結果
（照射１週間後）
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